
四日市地区薬物乱用防止指導員
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11月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪！」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

いたピロリ菌の検査も実施しています。

若者の心に寄り添う教育
ここ数年、風邪薬やせき止めなどの市販薬を

本来の用途から外れて一度に大量に服用する行
為「オーバードーズ」が、一部の若者の間で広
まり、社会問題となっています。たとえ市販薬
であっても、用法・用量を守らずに服用すれば
依存症や健康被害を引き起こします。市内の繁
華街でも、薬の空き箱が大量に捨ててあるなど
の形跡が見つかっており、身近にも起っている
問題です。
問題の背景には、コロナ禍などをきっかけに

コミュニケーション不足が進み、孤独感やつら
い気持ちを抱える若者が悩みを打ち明けられず、
不安やストレスから逃れたい思いで薬に頼って
しまうことが考えられます。
近年は薬物乱用の怖さだけを伝えるのではな

く、悩みを抱える若者に寄り添う教育が必要と
されています。薬物乱用防止教室などを通じて、
薬物に手を出してしまう前に、自らが抱える悩
みなどを打ち明け、相談できる環境を作ること
の大切さを訴えています。

誰もが気楽に立ち寄れる薬局を目指して
薬の専門家として、患者はもちろん地域の皆

さんの話に耳を傾け、関係機関と連携し、必要
な支援につなげることにも重きを置いています。
また、積極的に薬物乱用防止セミナーなどに参
加し、日々研さんを積んでいます。私たちは「誰
もが気軽に立ち寄れる薬局」を目指し、地域の皆
さんの役に立つことができればと考えています。

学校の環境衛生やこどもたちの健康を守る
年に10回以上、学校薬剤師として、学校環
境衛生に関わる検査や助言、保健管理を行い、
こどもたちの安全で快適な学校生活を、薬学的
な立場から支えています。
具体的には、教室の空気環境、教室の明るさ、
飲料水やプールの水質などの検査をします。最
近では、将来の健康管理に役立ててもらうため
に、中学３年生の希望者を対象に学校検尿を用

10・11月は「麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止
運動」期間です。青木一徳さんは、薬剤師とし
て働く傍ら「薬物乱用防止指導員」として、小・
中学校での薬物乱用防止教室などを通じて医薬
品の正しい使い方や薬物依存の怖さを伝えてい
ます。また、薬の専門家として、調剤業務や健
康相談を通じて地域住民の健康もサポートして
います。

薬の調合をする青木さん 小学校での「薬物乱用防止教室」 関係機関と連携した
「薬物乱用防止セミナー」

→

10 No.1680　令和7（2025）年11月上旬号

人権のひろば
毎月

22日は「人権
を確かめ合う日」です

人権・同和教育シリーズ

問 人権・同和政策課
（ TEL 354-8156　 FAX  354-8611）

昨年度の本市のふるさと納税事業で、寄附
件数の多かった上位５社の返礼品提供事業者
へ、事業への協力に感謝の意を表すため、感
謝状を贈呈しました。
本市では、ふるさと納税による市税の流出

が、寄附受け入れ額よりもはるかに多く、令
和５年度から専門部署を設けるなど対策を進
め、直近３年間で、寄附受け入れ額を約8.7
倍に増加させるとともに、市税の流出との収
支差（赤字額）を43％減少させました。
この結果は、これまでの取り組みはもとよ

り、ひとえに、本市の魅力や特色を伝える返

礼品を提供いただく事業者の協力なくして
は、なしえない成果です。
今回感謝の意を表した５社が取り扱う返礼

品は、ごま油、お酒、半導体、牛肉、萬古焼と、
いずれも本市の水と緑が育む逸品ばかりで、
非常にバラエティに富むのが特徴です。返礼
品は、本市の多様な魅力を全国へ発信する広
報大使と言えます。今回の５社をはじめとし
て、ほかにもご協力いただいている多くの皆
さんに、改めてこの場を借りてお礼を申し上
げます。

 本市の魅力を全国へ 

世界人権宣言を知っていますか。令和６年
度四日市市民人権意識調査では、世界人権宣
言を約４人に３人がよく知らないと回答して
います。
世界人権宣言は、基本的人権の尊重を初め
て国際的に示した大切な宣言です。第二次世
界大戦の経験から、平和と人権の尊重が求め
られるようになり、1948年に国連総会で採
択されました。この宣言をもとに、国際人権
規約や個別の人権条約が制定され、人権を守
るための基盤が整えられました。
日本では、世界人権宣言が採択された12

月10日を最終日とする12月４日からの１週
間を人権週間と定め、全国的に啓発活動が実
施されます。本市でも「じんけんフェスタ」
（詳しくは、本号P９を参照）を開催し、人権
に関する映画の上映のほか、市内の各小・中
学校や保育園・幼稚園・こども園による作品
展示、人権擁護委員による人権相談などを行
います。
人権週間をきっかけに、人権に関するさま

ざまな催しに触れながら、より良い未来のた
めに、あなたの身の回りの人権や、誰もが尊
重される社会について考えてみませんか。

「12月４〜10日は人権週間 
 ーより良い未来へー」

令和６年度
人権週間ポスター
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